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　教育委員会 infomation

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
女
間
で
、

主
に
男
性
か
ら
女
性
に
振
る
わ
れ
る
暴
力
を
言
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た

り
繰
り
返
し
受
け
る
暴
力
は
、
被
害
者
の
自
己
肯
定
感
を
奪
い
、
無
気

力
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
が
一
人
の
力
で
抜
け
出
せ

な
い
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
問
題
で
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

① 

身
体
的
暴
力

③ 

子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
暴
力

② 

心
理
的
暴
力

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
単
独
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
何
種
類
か
の
暴
力
が
重
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
暴
力
を
見
せ
る
、

子
ど
も
を
取
り
上
げ
る
、

子
ど
も
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
等
。

「
出
て
い
け
」「
口
答
え
す
る
な
」と
怒
鳴
る
、

無
視
す
る
等
。

殴
る
、
蹴
る
、
突
き
飛
ば
す
、
髪
を
ひ
っ
ぱ
る
等
。

「ＤＶかな？」と思ったら
　ＤＶ根絶の第一歩は多くの人がＤＶに関
心を持ち、決して他人事ではないと考える
ことです。どんなに親しい間柄であっても
暴力は許されない行為であることを「常識」
とすることが大切です。
　被害を受けたら、または身近な人が被害
を受けているようであれば、ためらわずに
右記の専門機関にご相談ください。相談は
匿名で行うことも可能です。

○子ども家庭相談課　 （２５）８５１７
　　または市内各保健センター

マキノ（27）1128　今　津（22）5101
朽　木（38）3111　安曇川（32）4413
高　島（36）8008　新　旭（25）8110

○働く女性の家　女性のための悩み相談室
　　 （２２）４０５２（予約制）
○滋賀県中央子ども家庭相談センター
　　 ０７７（５６２）１１２１

通報・相談先

「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
！

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
上
旬
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
。

６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
、
ま
た
は
お
近
く
の
各
保
健

セ
ン
タ
ー
（
朽
木
は
支
所
）
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

　
（
２
５
）
８
１
３
６

Ｄ
Ｖ
に
見
ら
れ
る
暴
力
の
種
類

６/28
までに

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
で
の
指
導

に
お
い
て
は
、
次
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。

・「
気
持
ち
良
く
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
」

・「
大
き
な
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」

・「
や
さ
し
い
心
、
思
い
や
り
の
心
を

　
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」の
３
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
が
家
庭
や
地
域
で

も
推
進
さ
れ
、
温
か
い
家
庭
や
地
域
に

支
え
ら
れ
た
温
か
い
学
校
や
学
級
の
中

で
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
や
、
人
と

人
と
の
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
が
で
き
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
い
じ
め
を
し

な
い
、
許
さ
な
い
子
ど
も
が
育
つ
こ
と

　
い
じ
め
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
は
学

校
と
家
庭
が
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
い
じ
め
対
策
に
関

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
を
４
月
15
日（
月
）

に
安
曇
川
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
学
校
で
の
い
じ
め
対
策
の

説
明
と
高
島
警
察
署　
西
出
生
活
安
全

課
長
に
よ
る
い
じ
め
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

子
ど
も
た
ち
の
携
帯
電
話
の
所
持
の
現

状
や
使
い
方
の
問
題
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
取
り

組
む
い
じ
め
対
策
事
業
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　昨年度、生徒会ではいじめ未然防止の取り組みで、
「ＮＯ！ いじめ宣言」を実施しました。
　いじめの前兆が学校生活のいろいろな場面に潜ん
でいることを自作ビデオで訴え、学級の現状との比
較や、一人ひとりが本音を出し合う時間を持ちまし
た。その後、全校発表の機会を作り、各学級のさま
ざまな課題を出し合って、「ＮＯ！ いじめ宣言」を
発表しました。その成果を巨大ポスターにして、全
校生徒が毎日確認できるようにしました。
　今年度は生徒会テーマ「Ｆｏｒ　Ｍｙｓｅｌｆ」
のもと、１４６人の生徒全員が「学校に来ることが
楽しい」と感じられるように、生徒会役員が中心と
なって繋がりや絆を大切にした取り組みを企画し、
いじめのない学校づくりを進めます。

マキノ中学校生徒会の取り組み
●議案
・各種委員の委嘱等について
　　就学指導委員会委員
　　学校結核対策委員会委員
　　学校給食運営委員会委員
　　少年センター運営委員会委員
　　少年補導協力員
　　図書館協議会委員
　　スポーツ推進委員
●協議・報告事項
・いじめ対策にかかる取り組みについて
・平成 25 年度高島市立学校 学校評議員につい

て
・平成 24 年度高島市立学校 学校評価について
・平成 25 年度社会教育課・公民館事業計画に

ついて
・平成 24 年度高島市資料館事業について

第４回定例会報告　４月 22 日開催

教
育
長 

就
任
ご
あ
い
さ
つ

い
じ
め
対
策
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
を
開
催

高
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長　
富
永……

雄
教

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
体
力
の
向

上
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
を
通

し
て
学
ぶ
機
会
の
充
実
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
、

学
社
連
携
な
ど
は
本
市
の
重
要
な
教
育

課
題
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
、
市
民
の

皆
様
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
こ
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
高
い
志
を
持
ち
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を

実
行
し
よ
う
と
す
る
「
高
島
の
志
の
教

育
」
の
推
進
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

を しない・
させない・見逃さない⑯

➡


